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望どおりの診療ができないことがあります。緊急でない
人は、平日の日中に一般外来を受診してください。
●診察の順番は重症度順
　受け付けの順番ではなく、重症度に応じて診察するた
め、長時間お待たせする場合があります。
●初期診療は当番医が担当
　診察は当番医（研修医を含む）が行い、必要に応じて専
門診療科による診察を行います。
●小児科診療の体制
　祝・休日の午前８時30分～午後５時は、小児科医が救
急外来に常駐し、内科系の小児患者を診療します。平日、
祝・休日とも午後５時以降は、全科総合当直医が初期診
療を行い、必要に応じて小児科医を呼びます。
●薬の処方は必要最小限
　薬は緊急処方に限られます。診察なしでの薬の処方は
法律で禁止されています。
●そのほかの注意事項
　診察の結果、当院での緊急入院が不要と判断された場
合は、入院の希望に添えないことがあります。また、病床
などの状況により、ほかの病院を紹介することもあります。

９月９日（火）は「救急の日」
旭中央病院の救急外来を紹介します
　当院は「救急医療は医の原点」という理念の下、昭和42
年から地域の救急医療を支えています。昭和59年には救
命救急センターに指定され、24時間365日体制で救急患
者を受け入れています。
令和６年度の実績／受診総数42,135人、救急車搬送数
9,402件、救急車応需率93%、救急入院7,064人、ドクター
カー出動数120件
救急外来と一般外来の違いについて理解を
●救命救急が最優先
　診察後、緊急性が高いと判断された場合は、必要な検
査や手術を速やかに行います。緊急性が低い場合は、希
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　野菜は成長期の子どもにとって重要な栄養源です。
ビタミンやミネラル、食物繊維が豊富で、免疫力を高
めたり、便通を整えたりする効果があります。日常生
活の中で、子どもが野菜に興味を持てる工夫を取り入
れてみましょう。
食べやすく、おいしく調理しよう
　野菜は、やわらかくゆでて小さく切ると食べやすく
なります。子どもの好きな味付けや、肉やチーズなど
のタンパク質を加えてうまみをアップさせるのも効果
的です。パンケーキやカレー、ハンバーグなど、子ど
もの好きな料理に野菜を加えてみてください。
　また、見た目も一工夫してみましょう。型抜きでか
わいい形にしたり、ワンプレートやお弁当風に盛り付
けたりすると、子どもが興味を持ちやすくなります。
「食べるまで」の過程も一緒に楽しもう
　野菜を育てたり、買ったり、料理したりする過程に

子どもが参加すると、自然と関心が高まります。プラ
ンターでも育てられる野菜はたくさんあります。買い
物で一番おいしそうな野菜を選んでもらったり、野菜
の皮をむいたりする簡単な手伝いを楽しむのもお勧め
です。「自分で選んだ」「手伝いをした」という経験が「食
べてみようかな」という気持ちにつながります。
楽しい雰囲気で「いただきます」
　食事の雰囲気も大切です。家族や友達と一緒に食卓
を囲んだり、場所を変えてピクニック気分で食べたり
して、楽しい食事の時間を積み重ねていきましょう。
　日常生活の中で無理なく野菜との関わりを増やし、
楽しみながら少しずつ野菜に親しんでいきましょう。

【こども家庭課　管理栄養士】

野菜と友達になろう
「一口食べてみようかな」に
つながるヒント
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